
呼吸がないまたは死戦期呼吸 
(判断に迷う・わからない場合を含む) 

安全を確保 
(周りに危険がないか) 

１１９番通報 
ＡＥＤの手配 

反応は？ 
(肩をたたき呼びかける) 

呼吸は？ 
(確認は１０秒以上かけない) 

ＡＥＤ装着 

胸骨圧迫30回と 

人工呼吸２回(できる人) 

を繰り返す 

胸骨圧迫 
強く(約5cm) 速く(100回～120回／分) 絶え間なく(中断は最小) 

電気ショック実行 
ショック後は胸骨圧迫再開 

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に普段どおり 

の呼吸や目的のあるしぐさが認められるまで続ける 

救命の手順(一次救命処置) JRC-G2015対応版 日本防災士会千葉県北部支部 

反応あり 
・楽な姿勢 
・状態により119番 

反応なし 

普段どおり
の呼吸あり 

・気道確保 
・救急隊を待つ 

※圧迫は6cmを超えない 

※中断時間は10秒以内 

※小児以下は胸厚の約1/3を押す 

※しっかり元に戻す圧迫解除 

電気ショックなし 
胸骨圧迫継続 

園児までは、小児用モード・小

児用パッドがある場合、 

それを用いる。なければ 

乳児でも成人用を用いる 

圧迫部位は胸骨の下半分 

わかりますか？×3 

誰か来てください! 

人が倒れています! 

あなた119番をお願

いします。 

あなたAEDを持って

きてください。 

呼吸の確認 

1,2,3,4,5,6 

周囲に人がいな

ければ、自分で

119番通報 

声をかける勇気も必要ですが、たく

さんの人が倒れていたら逃げたほう

が良い場合もあります 

見守っている方は、状態、

行為、時間を記録して、到

着した救急隊に状況を伝え

てください。 

・倒れた状況、時間 

・胸骨圧迫開始時間 

・AED装着時間 

・AEDショック回数など 

携帯電話でできるだけ現

場から通報し、消防官の

口頭指導を受ける 
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救命手順
（大きな変更なし）

G-2010 G-2015 備考

救命の連鎖
一次救命処置（CPRと
AED）

一次救命処置（心肺蘇生
とAED）

連鎖そのものに大きな変
更はない

通報・AED手配
119番(救急車)とAEDの手
配

119番通報した際に電話
を切らずに指示を仰ぐこと
ができる

携帯電話の普及に伴いス
ピーカーを利用して電話
を切らずに指示が受けら
れることが強調された

呼吸の確認と
心停止の判断

反応がないことを確認、
10秒以内に普段通りの呼
吸があるかを確認

G2010に加え、呼吸の確
認に迷ったらすぐに胸骨
圧迫を開始する

「呼吸の判断に自信が持
てない場合は心停止とみ
なす」が、新たに追加

胸骨圧迫の位置 胸の真中 胸骨の下半分 「胸の真中」は削除された

胸骨圧迫のテンポ 1分間に100回以上 1分間に100回から120回
140回以上だと蘇生率が
低下するというデータが
ある

胸骨圧迫の深さ 5cm以上
約5cm
ただし6cmを超えない

深ければ深いほど良いわ
けではないことから範囲
が明確になった

胸骨圧迫の解除 －
押したらしっかりと胸を元
に戻す

解除が強調された

胸骨圧迫の中断 －
胸骨圧迫を中断する時間
を最小限(10秒以内)にす
る

交代タイミング、人工呼
吸、AEDパッド貼の中断を
最小限に。胸骨圧迫の時
間比率は60%以上を推奨

人工呼吸

人工呼吸(30：2)がためら
われる、器具がない、感
染の危険がある場合は行
わなくてもよい

人工呼吸の訓練を受けて
おり、それを行う意思があ
る場合に30：２の割合で
行う

成人・小児ともに人工呼
吸の重要性を強調させる
方向になった

AED － － 特に変更なし

 1. 周囲の安全確認
 2. 肩を叩きながら声を掛けて、反応があるか確認
 3. 反応がなければ、大声で助けを呼ぶ
 4. 周囲の人に(いなければ自分で)119番通報(指示受け可)とAEDの手配を依頼
 5. 普段通りの呼吸をしていないか確認  (迷ったら胸骨圧迫開始)
 6. 胸骨圧迫・人工呼吸（30：2)  (人工呼吸はできる人のみ)
 7. AED
 8. 救急隊員に引き渡すまで6.7.を繰り返す


